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マイクロフォーカスのご紹介 
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•  1976年年英国で設⽴立立（⽇日本法⼈人は1984年年設⽴立立）�
•    オープンシステムターゲットのCOBOL製品でトップシェア�
•    ロンドン証券市場に上場�
 　 　 　Annual  revenues  *�
 　 　     　    2012:$434.8  million�
•    全世界で約1,200名の従業員を持つグローバル企業�
•    英国、⽶米国、ドイツ、フランス、⽇日本をはじめ世界中に34事業所�
•    2009年年  コンピュウェア社アプリケーションテスティング・�
  ASQ（Automated  Software  Quality）ビジネスとボーランド社を買収�
�

  マイクロフォーカス社沿⾰革�
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COBOL⾔言語を中⼼心とした�
モダナイゼーションの�
ソリューションを提供�
�
ソフトウエアテストビジネス
には2009年年より参⼊入�
�
Compuwareのテスト製品部
⾨門とBorland社を同時に取得�

Gartner社による弊社のポジショニング�
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モバイルアプリの市場動向�
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2013年年のテクノロジートレンド予想 

Gartner: Top 10 Strategic Technology Trends For 2013�
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モバイルアプリの市場動向 

⽇日本国内の�
スマートフォンアプリ市場規模予測�

スマートフォンアプリケーションの世界市場規模は2015年年に380億ドル（約3兆1100億円）�

企業が業務⽤用アプリ開発に投資する⾦金金額も2015年年には17億ドル（約1390億円）�
出典: 　Forrester  Research  �

2011年全世界における出荷台数 �

スマートフォン         4.72億台�

パソコン ��3.85  億台�
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モバイルアプリの市場動向 

出典：IDC  Worldwide  Quarterly  Mobile  Phone  Tracker�
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モバイルアプリ開発における�
テストの課題�
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モバイルアプリの種類 

• デバイスのネイティブコードを書い
て開発�

ネイティブ�
アプリ�

• 通常のWebアプリとして開発 �Webベース�
アプリ�

• ネィティブアプリケーション内で
HTMLやJavaScriptを実装�

ハイブリッド�
アプリ�
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�
�Googleからソフトウェアがリリースされた後、それが各モデルでどのよ
うに動作するかは、実際のところ本当に動かしてみるまで全く分からな
いのです。�
�チップセットも無線通信⽅方式も、それぞれのモデルのハードウェアには共
通項なんて存在しません。�
�たとえハードウェアがソフトウェアをサポートすると確信できたとして
も、今度度はAndroidスマートフォンの特徴として、各メーカーが独⾃自に
カスタマイズしたUIソフトウェアレイヤーが存在します。�
�その後は、通信キャリアによって、新バージョンの認証をするという問題
も控えています。�

�
ギズモードジャパンより�

 
�

スマホ発売後のバージョンUPの悩み 　�
 　 　 　 　（モトローラのクリスティー上級副社⻑⾧長）�
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モバイルアプリのテスト課題① 

•  異異なる機種・OS毎のテスト�
–  iOS、Android、Windows  Phone、Symbian、Blackberry�
�

•  テストに必要なデバイスの収集�
–  すべてのデバイスを揃え、アップデートすることが困難�
�

•  モバイルデバイスでのテスト⽅方法が確⽴立立してい
ない�
–  テスト⾃自動化、性能テスト等のノウハウがまだ少ない�

�

�
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モバイルアプリのテスト課題② 

•  モバイルアプリの性能課題�
–  遅い⽇日本のモバイルサイト�
  ※参考記事�
        本気で取り組むスマホサイト⾼高速化  ―  第1回�

 　 　 　                    遅すぎる⽇日本のスマホサイトの原因を探る�
                                  http://ascii.jp/elem/000/000/754/754123/�

–  ＰＣアプリと同様の対策では、性能はでない�
�

�

•  性能テストの課題�
–  PC環境での負荷テストは代⽤用できない�
–  モバイル環境に合った性能テストが必要�

�
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モバイルアプリ開発の 
テストソリューション 
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モバイルアプリのテスト⾃自動化 

•  テスト⾃自動化は必須�
–  異異なる機種、OSのテストは膨⼤大な作業が発⽣生�
–  繰り返しテストの回数が多ければ多いほど�
テスト⾃自動化が効果を発揮する�
�

•  テスト⾃自動化を促進するためには�
–  テスト⾃自動化チームの設⽴立立�
–  テスト⾃自動化に合ったテストケース作成�
–  テスト⾃自動化をプロセス化�

�
テストのスピードアップ�

⼈人に依存しない�

同じテストが何度度でもできる�

テストカバレッジが拡⼤大�

不不具合検出率率率が上がる�

テスト⾃自動化の利利点�
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モバイルアプリ 　 
機能テスト⾃自動化のイメージ 

テスト管理理システム�
テストの⾃自動実⾏行行、テスト結果の管理理、テストケースの管理理�

	

テスト結果�

デバイスの操作をそのまま記録�

異異なる機種で�
同じ機能テストを⾃自動実⾏行行�
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モバイルアプリの性能テスト 

•  モバイルアプリで考慮すべきポイント�
–  帯域幅(コネクション時間）�
–  User-‐‑‒  Agent�
–  リクエスト送信�
–  アプリの種類（ネイティブ、ハイブリッドアプリ、Webベース）�
�

•  実環境を再現できる負荷テストツールを選ぶ�
–  フリーツールでは再現不不可�
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モバイルアプリ 　 
性能テストのイメージ 

Webブラウザ�

記録�

記録� 負荷テストツール�

Web  Application�
・負荷テスト対象のサーバー群�

• ネイティブ（HTTPS,  JAVA  Over  HTTP,TCP/IP)�
• ハイブリッド(HTTPS,  JAVA  Over  HTTP)�
• Webベース(HTTP/HTTPS)�

Proxy�

• 帯域幅の調整�
• User-‐‑‒Agentの設定�
• 実ユーザに近い動作設定�
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モバイルアプリ専⽤用⾃自動テストツール 
Silk Mobileのご紹介 
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市場が探し求めているモバイルテストソリューションとは？�

Silk Mobile 

•  簡単なテストスクリプト作成とテスト⾃自動化の実現�
•  実機上でアプリを動作させたテスト�
•  JAILBREAK（脱獄）なし/ルート奪取をしないデバイスでのテスト�
•  業界標準の技術を利利⽤用�
•  １つのプラットフォームから複数デバイスが使⽤用できる機能�
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Silk Mobile 
モバイルデバイスの機能テスト製品�

JUnit、MSTest、NUnit,�
Python,  Perl等に�
エクスポート�

SilkCentral  Test  Manager
でシナリオ管理理、実⾏行行

制御、結果管理理�

プラグ＆プレイ:  �
コンピュータに接続し、�
すぐにテスト資産を作成�
�

デバイス上の動作を�
そのまま記録する�

iOS� Android�

Blackberry,  
Symbian,  &  

HTML5�
Windows  
Mobile�
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オープン�
�
ü  多様なテストフレームワークと�
組み合せ可能�

ü  業界標準の⾔言語にエクスポート�

 

アジャイル�
�

ü  モバイル⽤用のテストをすぐに作成�
ü  １スクリプトで複数デバイス実⾏行行可�
ü  実⾏行行速度度が⾼高速�

エンタープライズ�
�

ü  すべてのデバイスをカバー�
ü  すべての機能と動作をサポート�

   セキュア�
�

ü  JAILBREAK/Root奪取の必要なし�
ü  社内LAN環境で利利⽤用可能�

Silk  Mobileの優れた機能�
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5つのデバイスをサポート�

接続可能なデバイス�

•  Androidベーススマートフォンやタブレット�

•  iOSデバイス（iPhoneおよびiPad）�

•  Blackberry�

•  Windows  Mobile�
–  WindowsPhone7を含む�

•  Symbian�
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４通りの認識識�

オブジェクトの認識識⽅方法�

•  ネィティブ�
–  作成したモバイルアプリケーションにインストゥルメント処理理を実施�
–  クラスとプロパティを利利⽤用して操作を⾏行行う�
–  デフォルトの記録エンジンでスクリプトの作成が可能�

•  イメージ�
–  ボタン、アイコン等をすべてイメージで認識識して操作を⾏行行う�
–  デフォルトの記録エンジンでスクリプトの作成が可能�

•  テキスト�
–  ボタン、アイコン等に表⽰示されているテキストをOCR認識識して�
操作を⾏行行う�

•  Web/DOM�
–  DOMを利利⽤用してWebページの操作を⾏行行う�
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アプリの作成⽅方法によって使⽤用できる認識識⽅方法が異異なる�

アプリケーションタイプによる認識識�

イメージ認識識� テキスト認識識� DOM� ネィティブ�

ネィティブ�
アプリケーション�

Web�
アプリケーション�

ハイブリット�
アプリケーション� ネィティブ部分のみ認識識�Web部分のみ認識識�
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１つのスクリプトで複数デバイスのテストが可能�

テスト⽬目的により認識識⽅方法を選択�

イメージ認識識� テキスト認識識� DOM� ネィティブ�
同⼀一OSを利利⽤用し�
解像度度が異異なる複数
デバイスをテスト�
異異なるOS毎に複数
デバイスをテスト�

※オーバーロード：デバイスごとに同⼀一名のエレメントを作成しておくことで、�
      Silk  Mobileがテスト実⾏行行時にオーバーローディングを⾏行行いオブジェクト認識識を⾏行行う。�

オーバーロードで対応�オーバーロードで対応�
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競合他社よりも優れているポイント�

Silk Mobileのみが3タイプの認識識を
サポート�

•  ネィティブ、イメージ、テキストすべてのオブジェクト認識識⽅方法を
サポート 

•  新しいOSが出たらすぐに対応 
–  何か⽉月も待たせません！ 

•  Silk Mobileからコードにエクスポートし、得意な⾔言語を駆使して 
モバイルの機能テストを拡張 
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Androidデバイスのテスト⽅方法�

•  USBによる接続 

•  Wifi経由の接続（オプション） 

•  実機のデバイスの操作をadbにプロキシーして記録・再⽣生を⾏行行う�
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JAILBREAKは必要なし�

iOSデバイスのテスト⽅方法�

•  Agentライブラリを⼊入れたアプリをビルドして記録する�
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多くのオペレーションやコマンドを追加可能�

記録したスクリプトを編集�

•  アクションコマンド 
–  クリック、テキスト送信、テキスト取得、ドラッグ、スワイプ等 

•  チェックポイントコマンド 
–  ポジションの取得、オブジェクトの存在確認等 

•  同期コマンド 
–  同期、スリープ等 

•  ユーティリティコマンド 
–  リブート、インストール、アンインストール、実⾏行行 

•  Webショートカット 
–  リンクのクリック、サブミット、クリア等�
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複数の⾔言語にエクスポートし、テストスクリプトを拡張する�

Silk Mobileからエクスポート�

•  Java、.NET、Perl等にエクスポートが容易易 

•  JUnit、NUnitなどの業界標準テストフレームワークを利利⽤用した 
モバイルのテストが可能になる�
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テストシナリオの管理理とテスト実⾏行行、実⾏行行結果管理理�

SilkCentral Test Managerとの統合�

•  モバイルデバイスのテストは、多岐のシナリオパターンがあるので
テスト管理理ツールの併⽤用は必須 
–  テストシナリオのパターン確認 
–  テストのリモート実⾏行行 
–  実⾏行行結果管理理 
–  インシデント管理理 
–  レポート 

•  JUnit、Nunit、MSTest形式でエクスポートしたファイルを 
実⾏行行する 

•  Jenkins等のCIツールとの連携も可能�
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テスト実⾏行行後、ブラウザ上に実⾏行行レポートが表⽰示される�

実⾏行行結果の確認�
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システム	 要件	

CPU� Pentium  IV  3.6GHz以上、またはx86  と互換性のある
AMD等のプロセッサ�

メモリ� 最低2GB�
空きディスク容量量� 最低500MB�
オペレーティング�
システム�

Windows  XP  SP2  32ビット  �
Windows  Vista  32ビット/64ビット�
Windows  7  32ビット/64ビット�
Windows  8  32ビット/64ビット�

USBコネクタ� USB2.0ポートが最低１つ。またデバイスと接続できる
USBケーブルが必要�

Silk Mobile システム要件�

※iOSのネィティブ認識識を⾏行行う場合、Apple社のMacおよび開発統合環境であるXcodeが追加で�
      必要となります。�
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システム	 OS	 実機	 エミュレータ	

Android� 2.2,  2.3,  3,  4.0,  4.1,  4.2� タブレットを含む全て
のハードウェア�

全てサポート�

iOS� 4,  5,  6� タブレットを含む全て
のハードウェア�

全てサポート�

BlackBerry� 5,  6,  7� タブレットを含む全て
のハードウェア�

全てサポート�

Windows  Mobile� 5,  6,  6.1,  6.5� タブレットを含む全て
のハードウェア�

全てサポート�

Windows  Phone� 7,  8� 未サポート� 全てサポート�

Symbian� 6.1  (0.9,  1.2),  7  (2.0,  2.1),  
8,  (2.6),  8.1  (2.8),  �
9.x  (3.0,  3.2,  5.0,  5.2),  
10.1  (5.3,  5.4,  5.5)�

全てのハードウェア�
�

全てサポート�

サポートするモバイルOS �

36 



マイクロフォーカス製品のご紹介 
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u   Silk  Mobile 　：モバイルデバイス専⽤用機能テスト⾃自動化ツール�
n   モバイルデバイス専⽤用の機能テスト⾃自動化ツール�
n   Android,  iOS,  BlackBerry,  Windows  Mobile,  Symbianに対応�
 　⼀一つのスクリプトで異異なるOS,機種の⾃自動テストが可能�

u   SilkPerformer 　：負荷テストツール�
n ツールのアドバイザリー機能により、負荷テストが容易易に実現可能�
n 最新Webテクノロジーに対応�
 　Mobile、Ajax、Adobe  Flex、Silverlightの最新バージョンに対応�
      WebのみならずC/S、Citrix、SAP、Oracleアプリケーションに対応 　など  �

u   SilkTest 　：機能テスト⾃自動化ツール�
n   GUI上のマウス操作、キーボード操作をエミュレートするGUI機能テストの⾃自動実⾏行行ツール�
n   最新のブラウザに対応�
 　Internet  Explorer  6,  7,  8,  9 　、FireFox  、Google  Chrome    �
 　WebのみならずSAP、Java、WinForms、Win32,  Win64  対応 　など�

u   SilkCentral  Test  Manager 　：ソフトウェアテスト管理理ツール�
n   要件に基づくテスト（Requirement-‐‑‒Based  Testing：RBT）を実現�
n バグ管理理ツール（SilkCentral  Issue  Manager）を内包�
n 要件・テスト項⽬目のインポート機能（Word/Excelから）�

主なテスト⽀支援製品の概要 
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テストソリューションのイメージ 

SilkCentral Test 
Manager	

Silk Mobile	 SilkTest	 SilkPerformer	

スマートフォンアプリの�
テスト⾃自動化�

PCアプリの�
テスト⾃自動化�

Mobile、Web、  クラサバの�
負荷テスト�

テストプロセス全体の管理理�
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マイクロフォーカスのソリューション連携�
Application  Lifecycle  Management  (ALM)の実現�

CaliberRM�
ベースライン管理理�

承認�

トレーサビリティ�

要件構成�

バージョン管理理� 構成管理理�

SilkPerformer�
性能・負荷テスト�

パフォーマンス解析�

SilkTest  /  �
Silk  Mobile�
回帰テスト�

機能テストの⾃自動化�

SilkCentral  TestManager�

機能要件� テスト計画� テスト実⾏行行� テスト管理理�

テスト資産の呼出�

リリース�テスト�設計・開発�要件定義�

ソフトウェア構成・変更更管理理�

テスト管理理�

要件管理理� テストの⾃自動化� 負荷テスト�

DevPartner�
静的コード解析�

コードカバレッジ�

品質チェック⾃自動化�

⾮非機能要件�

ビジネス/ユーザ要件�

要件情報の同期�

既存要件資料料�
のインポート�

WORD�

EXCEL�

StarTeam�

テスト�
⾃自動実⾏行行�
�

テスト�
結果取得�
� テスト�

⾃自動実⾏行行�
�

テスト�
結果取得�
�

バッチに�
よる実⾏行行(※)�

�

結果データ�
取り込み�

テスト状況�
レポート出⼒力力�

テスト⼿手順書�
のインポート�
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8.2.�
株式会社NTTデータ様��

NTTデータの標準テストツールとして�
案件を強⼒力力に⽀支援�

�
�

詳しい内容は�
http://www.microfocus.co.jp/products/silk/silktest/files/MF_̲NTTdata.pdf�

ソフトウェア品質向上のチャレンジ�
–  上流流⼯工程からテスト技術適⽤用�
–  テスト⾃自動化する先進的な技術を活⽤用�

NTTデータ様の標準ＧＵＩテスト⾃自動化ツールとして採⽤用�
 　-‐‑‒１つのツールで幅広い開発案件に対応�
 　-‐‑‒豊富な環境をサポート�
 　-‐‑‒投資対効果が最も⾼高いツール�
�
� ツール導⼊入による⽬目標値�
 　-‐‑‒  2013年年ＮＴＴデータグループにおけるテストに関する⼯工期の�
   　  50％短縮�
 　-‐‑‒ワールドワイドでＧＵＩテスト⾃自動化ツールの活⽤用範囲を拡⼤大 �

ユーザ事例例�

SilkTest�
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8.2.�

•  Flash  Player環境も含んだ負荷テストが汎⽤用的にできる�
ツールが必要�

•  クラウド環境でテストを実施する必要があった�

SilkPerformer＋ 　CloudBurstを利利⽤用�
(Amazon  EC2サイトを負荷テストで利利⽤用可）�
 　-‐‑‒ミドルウェアやデータベースの設定、プログラムの問題、システムの�
        ボトルネックなど、パフォーマンスに関わるあらゆる問題を⾒見見つける�
        ことができた�

�
�

8.2.�
株式会社イー・コミュニケーションズ様�

�
信頼性の⾼高い試験配信プラットフォームを実

現�
�

ユーザ事例例�

SilkPerformer�

詳しい内容は�
http://www.microfocus.co.jp/products/silk/  silkperformer/files/MF_̲ecom.pdf�
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8.2.�

他社製の負荷テストツールを⼀一括導⼊入したが、機能⾯面や操作性に	

課題を抱えていたのでシステム開発部⾨門の利利⽤用率率率が低下していた�
�
�

8.2.�
株式会社インテック様�ユーザ事例例�

SilkPerformer�

詳しい内容は�
http://www.microfocus.co.jp/products/silk/silkperformer/files/MF_̲int.pdf�

リッチクライアントへの対応や�
容易易な操作性を評価し採⽤用  �
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    -‐‑‒年年間数⼗十件の負荷テスト実施にSilkPerformerを利利⽤用していく予定�
    -‐‑‒負荷テストの社内標準化による性能問題の早期発⾒見見�
	

SilkPerformerを利利⽤用�
 　-‐‑‒ユーザー教育なしに直感的に使⽤用できるインターフェースと�
        リッチクライアントへの対応や容易易な操作性を評価�



モバイルテスト関連セミナー�
u スマートフォンアプリ開発を成功に導く！�
 　モバイルテストソリューションセミナー�
 　 　〜～多数の実機テストを⾃自動化し、⼯工数の⼤大幅カットを実現〜～�
�

n ⽇日時：  2013年年3⽉月1⽇日（⾦金金）15:00〜～17:00  �
n 場所：株式会社シーイーシー 　セミナールーム 　（東京・恵⽐比寿）�
n 主催：株式会社シーイーシー�
n 協賛：マイクロフォーカス株式会社�
n 概要：�
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スマートフォン/タブレットの急激なシェア拡⼤大により、市場に様々な端末/ＯＳ/ブラ
ウザがあふれかえった事による、開発会社様の最⼤大の課題の⼀一つが「テスト」となって
います。  �
本セミナーでは、モバイルアプリケーションに特化した機能テスト⾃自動化ツール�
「Silk  Mobile」の活⽤用⽅方法、機能紹介をデモを交えてご紹介します。�
Silk  MobileはAndroid,  iOSの実機で機能テストを⾃自動化する事で、開発⼯工数とコスト
の削減、品質向上をサポートする製品です。�
さらに、モバイルテスト⾃自動化における課題とキーポイント、解決⽅方法などを解説しま
す。�



u   SilkTestハンズオンセミナー�
�
n ⽇日時：  2013年年2⽉月14⽇日（⽊木）  /      3⽉月7⽇日（⽊木）14:00〜～17:00  �
n 場所：マイクロフォーカス株式会社 　（東京・六六本⽊木）�
n 概要：�

�

テスト⾃自動化関連セミナー�

本セミナーでは、前半で機能テストの⾃自動化における課題とSilkTestの製品概要および活
⽤用⽅方法を解説します。後半では、SilkTestの特徴である、画⾯面のストーリーボードに基づ
くテストスクリプト「ビジュアルテスト」を中⼼心に、テストの作成、実⾏行行を、実際に体験
いただきます。�
ハンズオン実習の際は、お⼀一⼈人様1台のPCを使⽤用いただき、弊社トレーナーが随時サポー
トし、ご不不明の点にお答えします。�
機能テスト⾃自動化ツールをご検討中の⽅方は是⾮非、本ハンズオンセミナーをご利利⽤用ください。�

u   テスト⾃自動化ハウツーセミナー�
�
n ⽇日時：  2013年年2⽉月21⽇日（⽊木）14:00〜～17:00  �
n 場所：六六本⽊木アカデミーヒルズ 　（東京・六六本⽊木）�
n 概要：�
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ソフトウェア品質向上において、テストの⾃自動化は⾮非常に有効な⼿手段であるにもかかわ
らず、⾃自動化を定着させることに苦労しているプロジェクトを数多く⾒見見てきました。�
⾃自動化を定着させるためには、いくつかの⼤大きなポイントがあります。�
  本セミナーではソフトウェアテストの⾃自動化を成功させるためのベストプラクティス
をご紹介いたします。�
�



u   SilkPerformerハンズオンセミナー�
�
n ⽇日時：  2013年年3⽉月14⽇日（⽊木）14:00〜～17:00�
n 場所：マイクロフォーカス株式会社 　（東京・六六本⽊木）�
n 概要  ：�

�

負荷テスト関連セミナー�

「SilkPerformer」は、負荷テストの⾃自動化によって、様々なパフォーマンス問題を未然に
防ぐことを⽬目的としたツールです。�
わかりやすい操作性と汎⽤用性の⾼高いレポートが特徴です。本セミナーでは実機にてスクリプ
ト/シナリオの作成、結果の⾒見見⽅方など体験していただきます。�
また、AJAXやスマートフォンなどの幅広い環境に対応する機能もご紹介いたします。�
ハンズオン実習の際は、お⼀一⼈人様1台のPCを使⽤用いただき、弊社トレーナーが随時サポート
し、ご不不明の点にお答えします。�

u アプリケーションの性能ボトルネック解決セミナー�
�
n ⽇日時：  2013年年2⽉月22⽇日（⾦金金）14:00〜～17:00  �
n 場所：マイクロフォーカス株式会社 　（東京・六六本⽊木）�
n 概要：�

�
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アプリケーションの性能ボトルネックは後⼯工程になればなるほど、コスト⾯面および時間
⾯面で修正が難しくなります。  アプリケーションの性能問題を防ぐためには、上流流⼯工程か
らの性能要件の確⽴立立、正しい負荷テスト、短時間でのボトルネック個所の追求と修正が
必要となります。  �
本セミナーでは、性能要件の確⽴立立から、負荷テスト、ボトルネックの検出までのベスト
プラクティスを紹介します。�
�



テストソリューションに関するお問い合わせ先�
�
マイクロフォーカス株式会社 　Borlandソリューション�
Email:  qa-‐‑‒sales@microfocus.co.jp�
TEL:  03-‐‑‒5413-‐‑‒4770�
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